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北大水産業報
23 (4)， 209-214. 1973. 

海産サケ科魚類の筋肉脂質中におけるプリスタンの存在

猪上徳雄*.細川優子'・秋場稔*

Pristane in Salmon Musc1e Lipid 

Norio INouE*， Yuko HOSOKAWA* and Minoru AKIBA* 

Abstract 

The existence of prist晶ne，2， 6， 10， 1ιtetramethylpen句deωne，in the 
hydrocarbon企actionof salmon muscle lipid was determined by g凶・liquid
chroma句gr晶，phyand infrared spectropho加metry. Prisぬnewωde旬。偽din the 
hyむoω，rbon合晶ctions 自olatedfrom the muscle and plankton in the stomach of 
red salmon， 0叫ω'rhynchu8削 :rkα. This compound w制乱180found in both the meaも
and the oil portion自 ofcauned red 踊Jmon，canned meats of 8ilver salmon， O. 
k加dch，and chum salmon， O. keta， and mu目。leof pink salmon; O. gorb制 chα，with 
a strong predomin品nceover the range企omn-tetr晶dec乱neto n・octadec晶ne.
Pristane w制 shownas a minor ∞mponent in the hydroωrbon fraction日 isola旬d
from the muscles of rainbow色町ut，Sa1冊。 伊irdnerii，四 rp，Oypri均四 ω，rpio，5e乱
b児島m，P，.必ω叫th旬8畑acraca叫th旬8and kokan開， the landlocked form of O.偽erlca.

ブリスタン (2，6， 10， 14司テトラメチルペンタデカン)は動物プランクトンのコベポード Calanus

sp. 11:比較的多量(脂質の 1-396)K含有されているゆゅの。 また，イワシ鯨皮泊。，ウパザメの不

ケン化物の， およびサメ肝油6)中Kブリスタンの存在する ζとが報告されている。プリスタンが動物

ブランクトンK含まれている ζとから， サメ肝油およびクララ油などにも含まれているととは， ζれ

らの魚族がプリスタンを体内K含有する動物プランクトンあるいはそれちを食餌とした小魚類などを

摂取したととによるものと考えられている叱

Avigan and Blumerη はPhytol-U-14Cを使用して，コペボード (2種の Calanus)を飼育し，プ

リスタンが体内でフィトールかち変換されるととを認めている。 ζのようにしてブランクトン体内に

含有されるブリスタンは， Blumerちのの食物連鎖の考えからすると，他の魚類などの体内11:蓄積さ

れてゆく ζとが推定される。したがって Calanus属等のブリスタンを含有する動物ブランクトンを餌

料として摂取する機会のある海産サケ科魚類8)の体脂質中Kブリスタンの存在する乙とが予想され，

ζの点について検討を行なった結果，その存在を確認し得たので以下K報告する。

実験試料および方法

昭和46年ベーリング海にで採取されたペニサケ (Oncf}rhynchusnerka) の筋肉， 肝臓およびζ

のペニサケ胃中の混合ブランクトン， またペニサケ纏諮製品中の浮上油ならびにカラフトマス (0.

gorbuscha)筋肉，ギンサケ (0.kisutch)およびシロサケ (0.keta)の纏詰肉を試料とし，またヒ

メマス(landl∞kedform of O.担0・ka)，ニラマス (Salmogairdnerii)，コイ (Cyprinuscarpio) 
およびキントキダイ (Priacanthusmacracanthus)の各筋肉を対照試料とした。

*北海道大学水産学部食品製造学講座
(Laboratory 01 Marine F，伺dTech陶旬'y，Facul勿01Fisheries， Hok加仙仇ivers均)
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標準物質として n-テトラデカン，トヘキサデカン.n-へプタデカン.n-オクタデカンおよび2.

6. 10. 14-テトラメチルペンタデカン(プリスタン)を使用した。

各試料約 15gを3倍量のクロロホルムーメタノール (2:1.v/v)で4時間抽出し， 温過後， その残

漬について前向様に再抽出 (16時間)を行なった。両抽出液を 0.0596食塩水で洗浄し，クロロホル

ム属を無水硫酸ナトリウムで脱水後，溶媒をロータリー・エパポレーターで留去した。

ケン化: ベニサケ筋肉 500gおよび肝臓75gよりクロロホルムーメタノール (2:1.v/v)で抽出し

た脂質(それぞれ 31gおよび4.7g)を Schluneggerの方法9)にしたがってケン化を行なった。

ケイ酸カラムクロマトグラフィー 10gのケイ酸 (DavisonChemical Co.. 100-200メッシュ)

を1200C.24時間活性化後.n-ヘキサンを混和し，カラムを作成した。保持容量の2倍量の n-ヘキ

サンでカラムを洗浄後.n-ヘキサンに溶解した試料をカラムf<::.注加し，保持容量の2倍量の n-ヘキ

サンで溶出した。溶媒を減圧留去し，薄層クロマトグラフィーおよびガスクロマトグラフィーに供し

Tこ。

薄層クロマトグラフィー- ワコーゲル B-Oでプレート (20X20cm)を作成し. 1050Cで30分間

活性化後 n-ヘキサンーベンゼン(1:1.v/v)で予備展開して使用した。ケイ酸カラムクロマトグラ

フィーによって得た試料をスポットし n-ヘキサンで展開後， 炭化水素区分を集め n-ヘキサンで

溶出した。溶媒を留去し，ガスクロマトグラフイ{に供した。

モレキュラー・シーブス 5Aによる n-アルカンの吸着 O'connorらの方法1りにより炭化水素区

分を直鎖と側鎖の各成分に分けた。ペニサケ筋肉より分離した炭化水素区分を 15mlのイソーペンタ

ンに溶解し， モレキュラー・シーブス 5Aを5g加え共栓付三角フラスコ中で一夜放置(時々携持す

る)した。濃過後，鴻液t亡新たにモレキュラー・シーブス5Aを 5g加え，同様に一夜放置し猪過を

行なった。両祖霊液を合わせ，イソーペンタンを蒸発させ，赤外吸収スベクトルおよびガスクロマトグ

ラフィーに供した。

ガスクロマトグラフィー: カラム (φ3mm.2m. ステンレス製)の充填剤として1.596 SE-30 

(Chromosorb W. 60-80メッシュ)を使用し，島津ガスクロマトグラフ GC-4APF(検出器は FID)

を用いた。検出温度は 1000Cから 2000Cまで40C/minの昇温で行なった。キャリアガスとしてヘリ

ウムを使用し，流量は 35m1/min.検出レンヲ 0.8V.感度 103M.Qで行なった。
臭素化: 薄層クロマトグラフィーによって集めたベニサケ筋肉炭化水素区分を 3mlのヲエチル

エーテルに溶解し，臭素化を行なった。

赤外吸収スペクトル: 日:本分光自記赤外分光光度計モデル DS-301型を使用した。モレキュラー・

シーブス 5Afとより n-アルカンを除いた区分を試料として使用した。

実験結果および考察

ペニサケ筋肉より分離した炭化水素区分についてのガスクロマトグラムを Fig.11<::.示した。保持時

間16分付近に大きなぜークが認められ， ζれと同様のピークはペニサケ胃中の混合プランクトン，ペ

ニサケ織諾の浮上油， ギンサケ纏詩肉，シロサケ憾詩肉およびカラフトマス筋肉の炭化水素区分につ

いても同じ位置に主ピークとして認められた。 乙れらのピークは相互に保持時聞が等しいことから，

ガスクロマトグラフィー的には同ーの物質と推定された。一方，ニヲマス，コイおよびキントキダイ

の各筋肉の炭化水素区分では，乙のものの存在は推定されたが主ピ{クとしては認められなかった

(Fig.2)。また，ぺニサケの河川型であるヒメマス筋肉においてもニ少マス等と同様であった (Fig.2)。

ペニサケなど海産サケ科に認められた上記の主ピ{クは n-へプタデカン1<::'近い保持時間を示すが，

n-へプタデカンなど4種の n-アルカンとペニサケ筋肉炭化水素区分を混合してガスクロマトグラフ

イ{を行なった結果 Fig.3f<::'示したように n-ヘプタデカンとは異なる ζとが明らかであった。また，
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魚類筋肉脂質中のプリスダン
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Fig. 1. Ga.s-liquid chromaもogramof hydrocarbons isolated from the muscle of red salmon， 
O. nerka. 

肝臓より得た不ケン化物中の炭化水素区分についても同様であった。 乙のようとz海産サケ科に認めら
れた炭化水素区分の主ピークはモレキュラー・シ{プス 5AIとは吸着されず，また， 臭素化を行なっ

ても保持時間に変化が認められなかった乙とから側鎖のある飽和炭化水素であると推定された。また，

ガスクロマトグラフィーによる溶出位置および赤外吸収スベクトル (Fig.4)の結果から 2，6， 10， 14-

テトラメチルペンタデカン(プリスタン)と確認された。すなわちプリスタンのガスクロマトグラフ

ィーによる保持時間は16.2分でありベニサケ筋肉より分離した炭化水素区分の主ピ{クの保持時間と

一致し，両者を混合したガスクロマトグラム (Fig.5)では 1つのピークとして現われた。赤外吸収

スペクトル (Fig.4)の結果からは， プリスタンの赤外吸収スペクトルIr.認められる 1380cm-1およ

び 1370cm-1にダブレット吸収帯が， また 1l50cm-1付近Ir.shoulderを伴い 1170cm-1fL:吸収帯

が存在し11)，両者はよく一致した。以上の結果より，海産サケ科のペニサケ，ギンサケ，シロサケお

よびカラフトマス筋肉より抽出した炭化水素区分に認められた主ピ[クをプリスタンと強認した。

前記したようにプリスタンはコペボードによってフィトールから誘導されると考えられ叫食物連

鎖に関連して，プリスタンを体内に含有するコペポ{ドなどを餌料とした魚類では， プリスタンを筋

肉や肝臓などに蓄積するものと予想される。魚類体脂質について従来プリスタンの存在は確認されて

いなかったが， 今回，ペニサケ筋肉および肝臓より分離した炭化水素区分に主ピークとしてプリスタ
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Fig. 2. Gas-liquid chromatogralllB of hydroc品，rbon自 isola旬dfrom the mnscle of (1) sea 
bream， P.例acracanth制， (2) carp，σ.ωrpio， (3) kokanee，もhelandlocked form of O. 
判官lcaand (4) r倒的owtrout， S. gairdnerii. 
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Fig. 3. G品目・liquidchrom晶句gr晶m of hydroω，rbons， n・CuHaon・C16Ha4'n・C17H制 肌 dn・
C18H畑町dthe hydrocarbon企'action(HC) of red salmon， 0， nerka. The number of 
曲。hpeak rep悶 en旬 thechain leng伽. HC: The hydrocarbon peak of red salmon. 
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猪上ら: 魚類筋肉脂質中のプリスタン
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Fig. 4. Infrared晶bsorptionspectra of pris句nestandard and the hydroω，rbon fraction 
of red salmon， O.叫erka，after treating by molecular sieving. 
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Fig. 5. Gas-liquid chromatogram of mixture of pristane and the hydrocarbon fra.ction 
(HC) of red sa.lmon af飴rtreating by molecular sieving. 

ンの存在を認め， その胃の中のプランクトンより分離した炭化水素区分にも同様に検出され，ベニサ

ケの河川型であるヒメマスでは主ピークとして認められなかった ζとは食餌の差による ζとを示唆し

ているものと思われる。

要約

ペニサケなど海産サケ科筋肉脂質中におけるプリスタンの存在について検討した。 その結果ペニサ

ケ筋肉および肝臓， ペニサケ胃中の混合プランクトン，ベニサケ纏詰の浮上油，ベニサケ健詰肉，シ

ロサケおよびギンサケ纏詰肉， およびカラフトマス筋肉の炭化水素区分ILガスクロマトグラフィーお

よび赤外吸収スペクトルtとよりブリスタンの存在を認めた。以上の結果に対し，ニヲマス，コイおよ

びキントキダイ筋肉の炭化水素区分では， その存在は推定されたが主成分としては認めちれず，また

ペニサケの河川型であるヒメマス筋肉においても同様であった。

終れとのぞみ， 本報告の御校閲と御助言を賜わった本学部魚油化学講座山田実教授および食品製造

実習工場主任元広輝重助教授に謝意を表する。
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